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帳
下
の
語
義
と
寅
態

二

帳
下
の
制
度
上
の
所
属

三

E

日
南
朝
に
お
け
る
帳
下
の
努
容

四
南
朝
地
方
財
政
の
構
造
と
帳
下

お
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り

に
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t土

じ

め

秦
漠
一
帝
園
崩
壊
後
、
六
朝
時
代
に
は
、
地
方
軍
政
機
構
た
る
都
督

・
将
軍
府
(
以
下
軍
府
と
略
稽
)
が
護
達
し
、
そ
の
長
官
が
民
政
機
構
|
-

州
・
郡
の
長
官
を
も
粂
任
し
て
地
方
政
治
を
聾
断
す
る
に
い
た
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
軍
府
の
属
僚
が
し
だ
い
に
州
・
郡
の
属
僚
の
職
分
を
侵

(

1

)

 

犯
吸
牧
す
る
現
象
が
進
行
す
る
。
か
く
し
て
、
六
朝
の
地
方
行
政
機
構
に
は
、
軍
事
制
度
的
要
素
が
大
き
く
も
ち
こ
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
わ

け
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
嘗
時
の
地
方
政
治
の
質
情
は
、
こ
の
軍
制
的
要
素
の
解
明
な
く
し
て
は
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
翻
貼
か
ら
、
本
稿
で
は
、
帳
下
と
よ
ば
れ
る
軍
府
長
官
の
親
兵
組
織
を
と
り
あ
げ
て
、
そ
の
貫
態
や
饗
遁
等
を
追
求
し
、
あ
わ
せ
て
嘗

時
の
地
方
政
治
、
と
り
わ
け
財
政
の
構
造
的
特
質
の
把
捉
を
こ
こ
ろ
み
た
い
と
思
う
。



に
み
え
る
「
帳
内
」
が
主
将
の
親
兵
で
あ
る
と
の
べ
た
う
え
で
、

さ
て
、
後
漢
末
以
降
の
史
料
に
頻
見
す
る
帳
下
に
早
く
着
目
し
た
の
は
、
宮
川
向
志
、
菊
池
英
夫
の
雨
氏
で
あ
る
。
宮
川
氏
は
、
北
朝
史
料

(
2〉

「
帳
下
は
帳
内
と
同
じ
く
主
将
の
本
営
を
い
み
す
る
」
と
指
摘
す
る
。
帳
下

と
は
主
将
の
本
経
由
な
い
し
親
兵
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
菊
池
氏
は
、
親
兵
の
名
稽
と
し
て
用
い
ら
れ
る
直
閤
・

防
閤
・
帳
下
・
帳
内

・
親
信
等
の
語
に
つ
い
て
、
一
般
普
通
名
詞
の
固
有
職
名
化
、
更
に
官
名
へ
の
碍
化
固
定
化
の
一
例
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

(

3

)

 

し
て
い
る
。
南
氏
の
見
解
は
安
嘗
な
も
の
と
考
え
る
が
、
い
ず
れ
も
わ
ず
か
な
言
及
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
あ
ら
た
め
て
帳
下
の
語
義
の

検
討
か
ら
は
じ
め
た
い
。

帳
下
の
語
義
と
寅
態

(
4〉

た
れ
ま
く
吠
の
と
ば
り
|
|
惟
と
は
匡
別
さ
れ
る
。
こ
の
テ
ン
ト
肢
の
と
ば
り

を
は
り
め
ぐ
ら
し
た
所
が
帳
下
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
た
と
え
ば
、
『
後
漢
書
』
列
停
四
三
申
屠
矯
俸
に
は
、

(
太
尉
責
〉
理
江
夏
に
掃
葬
す
る
に
及
び
、
四
方
の
名
豪
帳
下
に
曾
す
る
者
六
七
千
人
。

と
あ
り
、
李
賢
注
に
、

帳
下
は
葬
虚
な
り
。

帳
下
の
帳
と
は
、
テ
ン
ト
肢
の
と
ば
り
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
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と
あ
る
。
こ
の
場
合
の
帳
下
は
、
葬
式
の
と
ば
り
を
は
り
め
ぐ
ら
し
た
所
、
す
な
わ
ち
葬
式
の
禽
場
を
意
味
し
て
い
る
。

ほ
と
ん
ど
特
殊
用
語
化
し
て
し
ま
う
。

こ
の
よ
う
に
、
帳
下
は
本
来
一
般
普
通
名
詞
で
あ
っ
た
が
、
後
漢
末
三
園
の
動
凱
の
中
で
、
主
絡
の
営
幕
を
意
味
す
る
用
例
が
激
増
し
て
、

『
後
漢
書
』
列
俸
六
四
上
意
紹
俸
に
、
官
渡
の
較
で
蓑
紹
軍
が
大
敗
し
た
時
の
こ

一
例
を
あ
げ
る
と
、

と
と
し
て
、
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わ

た

。

紹
、
語
ら
と
幅
巾
し
て
馬
に
乗
り
、
八
百
騎
と
河
を
度
り
、
察
陽
の
北
岸
に
至
り
、
其
の
将
軍
蒋
義
渠
の
替
に
入
る
。
帳
下
に
至
り
、
其

と

わ

れ

の
手
を
把
り
て
日
く
「
孤
首
領
を
以
て
相
い
付
さ
ん
。
」
と
。
義
渠
帳
を
避
け
て
之
れ
を
慮
ら
し
め
、
令
を
宣
せ
し
む
。
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と
み
え
る
。
主
将
の
営
幕
に
は
、
主
将
の
身
遜
警
護
の
た
め
の
親
兵
が
配
属
さ
れ
る
。

『
貌
志
』
巻
六
蓑
紹
傍
注
所
引
『
英
雄
記
』
に
、
公
孫

噴
と
蓑
紹
が
界
橋
で
交
戦
し
た
時
の
模
様
を
俸
与
え
て
お
り
、

そ
の
中
に
、

恥

綱

、

と

紹
、
後
に
在
り
て
、
未
だ
橋
に
至
ら
ざ
る
こ
と
十
数
里
、
馬
を
下
り
鞍
を
護
き
、
噴
の
己
に
破
れ
し
を
見
、
震
め
に
備
え
を
設
け
ず
、

だ
帳
下
の
彊
湾
数
十
張
、
大
戟
士
百
除
人
の
み
白
か
ら
障
う
。

た

と
あ
る
。
こ
の
時
の
蓑
紹
の
帳
下
に
は
、

「
彊
努
数
十
張
、
大
戟
土
百
除
人
」
か
ら
な
る
親
兵
隊
が
配
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た

『
観
志
L

巻
十
八
典
章
俸
に
は

(
太
租
)
章
を
都
尉
に
奔
し
、
引
き
て
左
右
に
置
き
、
親
兵
数
百
人
を
賂
い
、
常
に
大
帳
を
緯
ら
し
む
。
章
既
に
妊
武
、
其
の
賂
い
る
所

皆
な
選
卒
、
戦
闘
す
る
ご
と
に
、
常
に
先
に
登
り
陳
を
陥
す
e

遷
り
て
校
尉
と
漏
る
。
性
忠
至
謹
重
、
常
に
輩
は
立
侍
し
て
日
を
移
え
、

夜
は
帳
の
左
右
に
宿
り
、
私
震
に
開
る
こ
と
稀
な
り
e

(

中
略
〉
章
、
大
壁
戟
を
持
つ
を
好
み
、
長
万
と
等
し
。
軍
中
之
れ
が
矯
め
に
語
り

て
日
く
「
帳
下
の
批
土
に
奥
君
あ
り
。

一
壁
戟
八
十
斤
を
提
ぐ
。
」
と
。
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と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
後
漢
末
、
曹
操
の
帳
下
に
は
、
都
尉
・
校
尉
と
よ
ば
れ
る
陵
長
に
ひ
き
い
ら
れ
た
数
百
人
の
親
兵
が
い
て
、

に
管
幕
(
大
帳
)
の
周
圏
を
警
護
し
て
い
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
よ
う
な
帳
下
の
親
兵
自
笹
が
帳
下
と
よ
ば
れ
る
場
合
も
あ
る
。
『
後
漢
書
』
列
俸

六
二
董
卓
停
に
、

に

。

韓
途
、
金
城
売
中
に
走
。
け
、
其
の
帳
下
の
殺
す
所
と
な
る
。

ザコ
ね

と
あ
る
の
は
、
そ
の
一
例
に
す
ぎ
な
い
。

帳
下
の
陵
長
は
、
先
引
典
章
俸
の
後
漢
末
の
例
で
は
、
都
尉
・
校
尉
で
あ
っ
た
が
、
三
園

・
競
代
に
は
、
帳
下
督
な
い
し
帳
下
都
督
・
帳
下

守
督
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
る
。

賀
充
、
帳
下
督
成
済
を
呼
び
て
謂
い
て
日
く
「
司
馬
家
の
事
も
し
敗
る
れ
ば
、
汝
ら
山
豆
に
復
た
種
有
ら
ん
や
。
何
ぞ
出
撃
せ
ざ
る
や
。
」

と
。
(
成
〉
伴
兄
弟
二
人
乃
ち
帳
下
の
人
を
帥
い
て
出
で
、
顧
り
み
て
日
く
「
首
に
殺
す
べ
き
や
。
執
う
る
や
。
」
と
。
充
日
く
「
之
れ
を

『
競
志
』
巻
四
高
貴
郷
公
紀
甘
露
五
年
の
候
注
所
引
『
貌
末
惇
』
に
、
司
馬
氏
に
よ
る
貌
帯
殺
害
を
記
し
、



殺
せ
。
」
と
。

と
み
え
る
。
司
馬
昭
の
帳
下
督
成
済

・
成
体
兄
弟
が
帳
下
の
人
を
ひ
き
い
て
貌
一
帝
を
殺
害
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
帳
下
督
は
親
兵
隊
長
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
帳
下
督
は
た
ん
に
主
将
の
爪
牙
と
し
て
駆
使
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
主
将
の
信
任
を
得
て
献
言
を
行
う
場
合
も
あ
る
。

『
貌
志
』

巻
二
八
鍾
曾
俸
に
、

舎
の
帳
下
督
丘
建
、
も
と
胡
烈
に
属
し
、
烈
之
れ
を
文
王
に
薦
め
、
曾
請
い
て
以
て
自
か
ら
随
え
、
之
れ
を
任
愛
す
。
建
、
烈
の
濁
り
坐

す
る
を
感
れ
み
、
舎
に
一
一
親
兵
を
附
れ
て
飲
食
を
出
取
す
る
を
聴
さ
ん
こ
と
を
啓
し
、
諸
牙
門
例
に
随
い
て
各
々
一
人
を
内
る
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
鍾
舎
が
巴
萄
の
地
で
反
司
馬
昭
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
、
胡
烈
ら
諸
賂
を
幽
閉
し
た
時
の
話
で
あ
る
。
も
と
胡
烈
の
部
下

で
鍾
舎
の
帳
下
督
と
な
っ
て
い
た
丘
建
は
、
鍾
舎
の
信
頼
が
厚
く
、
幽
閉
の
諸
絡
の
も
と
に
親
兵
を
一
人
だ
け
食
事
の
さ
し
い
れ
に
出
入
り
さ

せ
る
こ
と
を
提
案
し
て
許
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
呉
の
事
例
で
は
あ
る
が
、
『
呉
士
山
』
巻
十
三
陸
遜
俸
に
、

(
孫
〉
擢
、
兄
策
の
女
を
以
て
遜
に
配
し
、
数
々
世
務
を
訪
い
、
遜
建
議
し
て
日
く
(
中
略
)
樺
、
其
の
策
を
納
れ
、

以
て
帳
下
右
部
督
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と
潟
す
。

(
5〉

と
み
え
る
。
こ
の
帳
下
右
部
督
は
、
親
兵
隊
長
で
あ
る
と
同
時
に
、
明
ら
か
に
参
謀
官
を
も
粂
ね
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

主
将
と
の
聞
に
か
か
る
特
別
の
信
頼
関
係
を
結
ん
だ
帳
下
督
は
、
主
将
の
家
族
と
の
聞
に
も
同
様
の
閲
係
を
生
じ
て
一
種
の
家
臣
的
存
在
と

化
す
。
こ
の
こ
と
は
、
次
の
諸
史
料
よ
り
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
ず
、
『
貌
志
』
巻
九
曹
爽
俸
注
所
引
『
世
語
』
を
み
る
と
、

初
め
、
宣
王
兵
を
勤
し
て
閥
下
よ
り
武
庫
に
趨
き
、
爽
の
門
に
嘗
り
、
人
逼
り
車
住
ま
る
。
爽
の
妻
劉
怖
れ
、
出
で
て
臆
事
に
至
り
、
帳

下
守
督
に
調
い
て
日
く
「
公
外
に
在
り
。
今
兵
起
る
は
い
か
ん
。
」
と
。
督
日
く
「
夫
人
憂
う
る
な
か
れ
。
」
と
。
乃
ち
門
棲
に
上
り
、
考

つ
が

を
引
き
箭
を
注
え
て
護
せ
ん
と
欲
す
。
云
々
。
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と
あ
り
、
司
馬
琵
〈
宣
王
)
の
反
曹
爽
ク
ー
デ
タ
ー
の
時
の
模
様
を
俸
え
て
い
る
。
こ
の
時
、
曹
爽
は
天
子
の
高
卒
陵
参
り
に
し
た
が
っ
て
洛

陽
を
は
な
れ
て
お
り
、
そ
の
留
守
を
帳
下
守
督
に
託
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
憂
慮
す
べ
き
事
態
の
護
生
を
察
知
し
た
曹
爽
夫
人
が
こ
の
帳
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下
守
督
に
事
態
の
確
認
を
行
っ
て
い
る
こ
と
、

そ
れ
に
射
す
る
帳
下
守
督
の
返
答
と
行
動
に
は
、
夫
人
と
帳
下
守
督
と
の
信
頼
関
係
が
よ
く
示

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、

墨
田
書
』
巻
三
六
街
瑳
俸
に
は
、

初
め
、
確
司
空
と
な
る
や
、
時
に
帳
下
督
築
晦
罪
有
り
て
、
理
之
れ
を
斥
遣
せ
り
。
難
作
る
に
及
び
、
兵
を
随
え
て
濯
を
討
つ
。
故
に
子

孫
皆
な
禍
に
及
ベ
り
。

(
中
略
)
是
に
於
て
(
劉
)
甑
ら
責
矯
を
執
り
、
登
聞
鼓
を
描
ち
、
上
言
し
て
日
く
「
(
中
略
)
謹
し
ん
で
篠
す
る

に
、
確
前
に
司
空
に
在
り
し
時
、
帳
下
の
給
使
祭
晦
情
無
く
し
て
賭
け
ら
れ
、
確
の
家
の
人
数
・
小
〔
子
〕
孫
の
名
字
を
知
る
。
玄
々
」

西
菅
・
恵
一
帝
の
時
、
買
皇
后
の
陰
謀
で
街
璃
が
殺
害
さ
れ
た
時
に
、
も
と
瑳
の
帳
下
督
の
築
晦
が
追
討
軍
に
加
わ
っ
た
た
め
に
、

曜
の
子
孫
が
ほ
と
ん
ど
皆
殺
し
に
あ
っ
た
。
躍
の
家
族
の
人
数

・
子
孫
の
名
字
を
知
悉
し
て
い
た
策
晦
は
、
ま
さ
し
く
衛
濯
の
家
臣
と
い
う
ベ

と
あ
っ
て
、

き
で
あ
ろ
う
。
『
競
士
山
』
巻
二
七
胡
質
傍
注
所
引
『
菅
陽
秋
』
に
は
、
胡
威
が
父
の
荊
州
刺
史
胡
質
の
も
と
に
蹄
省
し
て
都
へ
も
ど
る
時
の
次
の

よ
う
な
逸
話
を
俸
え
て
い
る
。

さ
ら
に
、

僻
す
る
に
臨
み
、
質
、
絹
一
匹
を
賜
い
て
道
路
の
糧
と
震
す
。
威
脆
き
て
日
く
「
大
人
情
白
な
る
に
、
何
ず
れ
に
於
て
此
の
絹
を
得
た
る

や
を
審
ら
か
に
せ
ず
。
」
と
。
質
日
く
「
是
れ
吾
が
俸
緑
の
除
、
故
に
汝
の
糧
と
篤
せ
る
の
み
。
」
と
。
威
之
れ
を
受
け
、
僻
し
て
蹄
る
。
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客
舎
に
至
る
ご
と
に
、
白
か
ら
瞳
を
放
ち
、
樵
を
取
り
て
炊
袈
し
、
食
畢
る
や
、
復
た
放
に
随
い
て
道
を
進
み
、
往
還
是
く
の
如
し
。
質

の
帳
下
都
督
、
素
よ
り
相
い
識
ら
ず
。
其
れ
に
先
ん
じ
て
絡
に
諦
ら
ん
と
し
、
憶
を
請
い
て
家
に
還
り
、
陰
か
に
資
装
し
、
百
除
里
に
て

む
か

之
れ
を
要
え
、
因
り
て
興
に
伴
と
篤
り
、
事
ご
と
に
之
れ
を
佐
助
経
営
し
、
叉
た
少
し
く
飲
食
を
進
め
、
行
く
こ
と
数
百
里
。
威
之
れ
を

疑
い
、
密
か
に
詰
問
し
て
、
乃
ち
其
の
都
督
た
る
を
知
る
。
因
り
て
向
に
賜
わ
り
し
所
の
絹
を
取
り
、
答
謝
し
て
之
れ
を
遣
る
。
後
他
の

信
に
因
り
て
、
具
さ
に
以
て
質
に
白
す
。
質
其
の
都
督
を
杖
す
る
こ
と

一
百
、
吏
名
を
除
く
。
其
の
父
子
清
慢
な
る
こ
と
此
く
の
如
し
。

胡
質
の
帳
下
都
督
が
ひ
そ
か
に
胡
威
の
旗
行
中
の
世
話
を
し
て
、

か
え
っ
て
罰
せ
ら
れ
た
と
い
う
話
で
あ
る
。

「
清
白
」

「
清
慣
」
で
知
ら
れ

た
胡
質
父
子
の
場
合
だ
か
ら
こ
そ
、
慮
罰
を
う
け
る
結
果
と
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
通
常
は
主
賂
と
そ
の
家
族
の
身
迭
の
世
話

一
切
を
行
う
の



が
帳
下
都
督
の
つ
と
め
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
注
目
す
べ
き
は
、
自
分
の
放
費
に
加
え
て
胡
威
を
世
話
す
る
た
め
の
費
用
を
自
排
ハ
「
家
に

還
り
、
陰
か
に
資
装
」
)
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
貼
か
ら
、
こ
の
帳
下
都
督
が

一
定
の
資
力
を
も
ち、

『
菅
書
』
巻
六

O
張
方
俸
に
も
、

そ
の
資
力
に
よ
っ
て
主
将
と
そ
の

家
族
に
奉
仕
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

一
帝
長
安
に
至
る
や
、
方
を
以
て
中
領
軍
・
録
向
書
事
と
震
し
、
京
兆
太
守
を
領
せ
し
む
。
(
中
略
〉
一
初
め
、
方
山
東
従
り
来
り
て
、
甚
だ
微

賎
な
り
。
長
安
の
富
人
郵
輔
厚
く
相
い
供
給
す
。
貴
き
に
及
び
、
輔
を
以
て
帳
下
督
と
篤
し
、
甚
だ
之
れ
に
興
む
。

と
あ
り
、
微
賎
の
時
に
面
倒
を
み
て
く
れ
た
富
民
を
、
出
世
し
て
中
領
軍
と
な
っ
た
時
に
帳
下
督
に
任
用
し
た
例
が
み
ら
れ
る
。
上
述
の
如
き

〈

6
)

た
ん
な
る
上
司
と
下
僚
と
い
う
公
的
関
係
を
超
え
た
私
的
情
誼
に
も
と
づ
く
主
従
関
係
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ

帳
下
督
と
主
将
と
の
関
係
は
、

う
以
上
、
帳
下
が
後
漢
末
以
降
、
主
将
の
経
由
幕
な
い
し
は
親
兵
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
り
、
親
兵
の
領
率
者
|
|
帳
下
督
が
主
将
と
の
聞
に
一

種
の
主
従
関
係
を
結
ん
で
い
た
こ
と
を
の
ベ
た
。
zz
早
を
改
め
て
、
帳
下
が
制
度
上
ど
こ
に
所
属
す
べ
く
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
か
を
考
え
る
。

帳
下
の
制
度
上
の
所
属

前
章
で
み
た
如
く
、
帳
下
は
主
将
と
密
着
し
た
存
在
で
あ
る
が
、

そ
の
主
将
は
、
軍
府
の
長
官
で
あ
る
と
同
時
に
、
州
・
郡
の
長
官
を
も
粂

任
し
て
い
た
の
で
、
帳
下
が
軍
府
と
州
・
郡
と
い
ず
れ
に
所
属
し
た
の
か
、
確
認
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

ま
ず
、
巌
耕
里
氏
の
州
・
郡
所
属
設
を
検
討
し
よ
う
。
巌
氏
は
、
三
圏
西
菅
の
州
府
僚
佐
を
分
類
整
理
し
て
、
帳
下
都
督
を
州
の
属
僚
に
ふ

(
7〉

そ
の
根
擦
と
し
て
、
前
掲
の
『
貌
志
』
胡
質
惇
注
所
引
『
菅
陽
秋
』
を
あ
げ
る
。
つ
ま
り
、
胡
質
の
帳
下
都
督
を
剤
州
刺
史
所
属
と
剣

く
め
、
断
し
た
の
で
あ
る
が
、
胡
質
は
刑
州
刺
史
の
ほ
か
に
振
武
将
軍
と
い
う
軍
競
を
加
え
ら
れ
て
お
り
、
箪
府
を
開
置
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
か

ら
、
こ
れ
を
州
・
郡
所
属
設
の
根
擦
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
さ
ら
に
巌
氏
は
、
郡
に
つ
い
て
も
、
属
僚
を
郡
と
軍
府
と
に
分
類
し
、
帳
下

ハ
8
〉

督
を
門
下
督
と
二
職
異
稿
」
と
し
た
う
え
で
、
郡
の
属
僚
に
ふ
く
め
て
い
る
。
そ
の
根
擦
と
し
て
あ
げ
ら
れ
て
い
る
『
菅
書
』
巻
六

O
張
輔
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俸
に
は
、
秦
州
刺
史
張
輔
が
臨
西
太
守
韓
稚
と
戦
っ
て
敗
れ
た
時
に
、
以
前
張
輔
に
殺
害
さ
れ
た
天
水
太
守
封
向
に
帳
下
督
と
し
て
仕
え
て
い

た
富
整
に
復
讐
さ
れ
た
こ
と
が
み
え
る
。
同
俸
に
は
、
た
し
か
に
「
天
水
太
守
封
向
」
、
「
天
水
故
帳
下
督
富
整
」
と
し
か
-
記
載
さ
れ
て
い
な
い

(
9
)
 

け
れ
ど
も
、
こ
の
事
件
嘗
時
の
西
菅
末
期
が
郡
太
守
に
し
て
軍
挽
を
加
え
る
も
の
が
急
増
し
た
時
期
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
ば
、

軍
挽
が
省
略
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
寅
は
も
っ
て
い
た
可
能
性
が
高
い
と
い
え
よ
う
。

し
た
が
っ
て
、
帳
下
督
が
軍
府
に
所
属
し
た
可
能
性
も
否

定
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
帳
下
督
と
門
下
督
と
が

「
一
職
異
稽
」
と
い
う
指
摘
も
推
測
の
域
を
出
な
い
し
、
門
下
督
自
睦
が
郡
の
属
僚

と
断
定
で
き
る
明
謹
も
な
い
。
巌
氏
は
、
門
下
督
の
典
援
と
し
て
、
『
集
古
録
践
尾
』
巻
四
「
菅
宣
威
賂
箪
南
郷
太
守
司
馬
府
君
紀
徳
頭
碑
」

の
碑
陰
を
あ
げ
る
が
、
こ
の
碑
陰
に
記
さ
れ
た
属
僚
に
は
、
南
郷
郡
と
宣
威
将
軍
府
と
整
方
の
属
僚
を
ふ
く
む
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
州
・
郡
所
属
設
は
、
必
ず
し
も
確
質
な
根
嬢
を
も
っ
と
は
い
え
な
か
っ
た
。
こ
れ
に
封
し
、
軍
府
所
属
設
が
つ
と
に
胡
三
省

に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
『
資
治
通
鑑
』
巻
八
二
菅
紀
四
、
元
康
元
年
六
月
の
僚
の
胡
注
に
、

菅
制
、
諸
公
及
び
諸
大
将
軍
皆
な
帳
下
督
及
び
門
下
督
を
置
く
。
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と
あ
り
、
同
書
巻
八
五
音
紀
七
、
太
安
二
年
十
月
の
僚
の
胡
注
に
も
、

諸
王
公
兵
を
領
し
及
び
方
面
に
任
ず
る
者
、
皆
な
帳
下
督
有
り
て
帳
下
の
兵
を
統
ぶ
。

と
あ
っ
て
、
帳
下
督
|
|
帳
下
は
明
確
に
軍
府
の
所
属
と
さ
れ
て
い
る
。
胡
注
の
見
解
を
支
え
る
の
は
、

『
音
書
』
巻
二
四
職
官
志
の
衣
の
よ

う
な
記
載
で
あ
る
。

「
諸
公
及
び
開
府
の
位
公
に
従
い
兵
を
加
う
る
者
」
の
僚
属
中
に
「
帳
下
都
督
」

将
軍
の
開
府
せ
ず
持
節
・
都
督
に
非
ざ
る
者
」
の
僚
属
中
に
「
門
下
督
」
「
帳
下
都
督
」
各
一
人
が
み
え
、
さ
ら
に
「
一
一
一
品
将
軍
の
秩
中
二
千

石
の
者
」
の
僚
属
中
に
も
「
門
下
都
督
」
「
帳
下
都
督
」
各
一
人
が
み
え
る
。
こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
少
く
と
も
西
菅
代
に
軍
府
所
属
の
帳
下

(m) 

督
|
|
帳
下
の
存
在
し
た
こ
と
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
親
や
東
菅
南
朝
に
存
在
し
た
こ
と
も
ほ
ぼ
確
貧
視
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

一
人
が
み
え
、

「
醸
騎
己
下
及
び
諸
大

だ
が

一
方
、
州
や
郡
に
所
属
す
る
帳
下
督
|
|
帳
下
の
存
在
を
完
全
に
否
定
し
得
る
根
援
も
な
い
。

た
と
え
ば
主
簿
(
総
務
部
長
な
い
し
秘
書

長
)
は
、

軍
府
に
も
州
・
郡
に
も
存
在
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
例
が
ほ
か
に
な
い
と
は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
軍
競
を
お
び
な
い



州
・
郡
長
官
も
ご
く
ま
れ
に
は
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
場
合
に
も
長
官
の
身
漫
警
護
の
た
め
に
帳
下
督
|
|
帳
下
が
配
属
さ
れ
た
可
能
性
は
十

分
に
考
え
ら
れ
る
。

以
上
の
諸
貼
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
帳
下
は
基
本
的
に
は
軍
府
所
属
だ
が
、
州
や
郡
に
も
置
か
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
、

と
結
論
で

き
ょ
う
。
そ
し
て
、
軍
府
、
州
郡
い
ず
れ
の
所
属
の
場
合
に
も
、
そ
の
寅
態
は
長
官
に
密
着
し
た
親
兵
組
織
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
西
菅
か
ら

東
晋
に
か
け
て
帳
下
の
機
能
は
し
だ
い
に
饗
容
し
、
南
朝
に
は
い
る
と
ま
っ
た
く
様
相
を
異
に
し
た
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
次
章
で
は
こ
の

よ
う
な
帳
下
の
饗
容
を
考
察
す
る
こ
と
に
し
よ
う
。

菅
南
朝
に
お
け
る
帳
下
の
嬰
容

第
二
阜
で
み
た
如
く
、
帳
下
の
お
も
な
役
割
は
、
主
眼
柑
の
身
漫
警
護
で
あ
っ
た
が
、
主
将
や
家
族
の
身
漫
の
諸
雑
務
を
措
嘗
す
る
事
例
も
み

ら
れ
た
。
帳
下
組
織
の
な
か
に
雑
務
措
嘗
要
員
と
し
て
の
「
吏
」
が
お
か
れ
る
場
合
の
あ
っ
た
こ
と
は
、
『
競
志
』
巻
十
七
築
準
俸
の
衣
の
記
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載
か
ら
知
ら
れ
る
。

容
貌
短
小
、
膳
烈
を
以
て
太
租
に
従
い
、
帳
下
の
吏
と
震
る
。

と
あ
り
、
後
漢
末
か
ら
帳
下
が
戦
闘
以
外
の
雑
務
に
も
た
ず
さ
わ
っ
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
。
だ
が
、
本
質
的
に
は
あ
く
ま
で
戦
闘
に
し
た
が
う

親
兵
組
織
で
あ
り
、
主
と
し
て
軍
事
的
役
割
を
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
、
西
菅
代
に
な
る
と
帳
下
の
役
割
に
も
嬰
化
の
兆
し
が
み
え
て
く
る
。

『
世
読
新
語
』
汰
修
篇
に
は
、
次
の
よ
う
な
逸
話
が
み
え

る

eゅ
う
へ
い
せ
い
う

石
崇
、
客
の
矯
め
に
豆
粥
を
作
る
に
、
哨
墜
に
し
て
便
ち
榊
閉
じ
、
恒
に
多
天
に
も
韮
骨
折
艦
を
得
。
叉
た
牛
の
形
扶
気
力
は
王
慢
の
牛
に
勝

ら
ざ
る
に
、
憧
と
出
遊
し
、
極
め
て
晩
く
護
し
、
洛
城
に
入
る
を
争
う
。
崇
の
牛
は
数
十
歩
後
れ
た
る
に
、
迅
き
こ
と
飛
禽
の
若
く
、
憧

の
牛
絶
走
す
れ
ど
も
及
ぶ
能
わ
ず
。
毎
に
此
の
三
事
を
以
て
撞
腕
を
震
す
。
乃
ち
密
か
に
崇
の
帳
下
都
督
及
び
御
車
人
に
貨
し
、
所
以
を
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問
う
。
都
督
日
く
コ
旦
は
至
っ
て
交
が
た
し
。
唯
だ
改
め
熟
末
を
作
り
、
客
至
ら
ば
白
粥
を
作
り
て
以
て
之
れ
に
投
ず
る
の
み
。
主
務
撞

は
是
れ
韮
根
を
揚
き
、
雑
う
る
に
褒
苗
を
以
て
す
る
の
み
。
」
と
。
復
た
恩
人
に
牛
の
献
す
る
所
以
を
問
う
。
云
々
。

こ
れ
は
、
石
崇
と
王
慢
の
ぜ
い
た
く
競
争
の
話
で
、
王
慢
は
、
石
崇
の
①
即
席
豆
粥
、
②
多
の
「
主
務
艦
」
、
③
牛
車
の
速
度
が
は
や
い
こ
と

の
秘
密
を
聞
き
だ
す
た
め
に
、
石
崇
の
帳
下
都
督
と
御
車
人
(
駁
人
)
に
賄
賂
を
や
っ
て
情
報
を
得
て
い
る
。
①
②
の
蓋
所
に
関

す
る
情
報
を
帳
下
都
督
か
ら
聞
き
だ
し
て
い
る
黙
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
逸
話
に
お
い
て
、
帳
下
都
督
は
親
兵
隊
長
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ

蓋
所
の
責
任
者
と
し
て
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
つ
ま
り
、
本
来
親
兵
陵
長
で
あ
る
帳
下
都
督
が
、
こ
こ
で
は
蓋
所
の
責
任
者
と
し
て
機
能
し
て
い

一
々
奉
例
し
な
い
が
、
帳
下
が
軍
事
的
役
割
を
に
な
う
事
例
が
多
い
の
で
、
右
の

な
か
で
も
、

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
。
西
菅
代
に
お
い
て
は
、

蓋
所
の
責
任
者
と
い
う
事
例
も
、
帳
下
が
醤
来
副
次
的
に
に
な
っ
て
き
た
主
賂
の
身
濯
の
雑
務
に
ふ
く
め
て
解
揮
す
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

西
菅
代
に
兆
し
た
嬰
化
は
、
東
菅
代
に
な
っ
て
一
一
挙
に
表
面
化
し
、
諸
史
料
の
記
述
に
も
多
く
の
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
検
討

に
は
い
る
に
先
立
ち
、
帳
下
督
が
軍
事
的
機
能
を
は
た
し
た
事
例
に
つ
い
て
の
べ
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
帳
下
督
が
文
字
通
り
の
親
兵
陵
長
と

し
て
あ
ら
わ
れ
る
事
例
は
、
管
見
の
限
り
東
育
末
期
ま
で
存
在
す
る
。
『
広
白
書
』
巻
八
四
王
恭
俸
に
は
、
王
恭
の
反
範
が
劉
牢
之
の
裏
切
り
に
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よ
っ
て
失
敗
し
た
時
(
三
九
八
)
の
こ
と
を
次
の
よ
う
に
停
え
て
い
る
。

牢
之
を
し
て
帳
下
督
顔
延
を
率
い
て
先
に
竹
里
に
援
ら
し
む
。
(
司
馬
)
元
顛
の
使
、
牢
之
に
読
き
、
唱
す
に
重
利
を
以
て
す
。
牢
之
乃
ち

顔
延
を
斬
り
て
以
て
降
る
。

ま
た
、
同
書
巻
七
九
謝
淡
俸
に
は
、
政
改
が
孫
恩
の
観
討
伐
中
に
帳
下
都
督
張
猛
の
不
意
討
ち
に
あ
っ
て
落
命
し
た
(
四
O
O
)
こ
と
を
停
え
て

い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
例
の
存
在
は
、
東
音
期
に
お
い
て
も
、
帳
下
が
依
然
と
し
て
親
兵
組
織
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

2
-
A
V
ミ

、

ゃ
れ
ふ

μ

そ
の
一
方
で
、
帳
下
が
親
兵
で
は
な
く
、
賄
い
係
や
蓋
所
を
一
意
味
す
る
用
例
が
急
増
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

ぃ
。
そ
の
よ
う
な
用
例
の
初
出
は
、
東
菅
初
期
の
二
例
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
『
世
読
新
語
』
に
み
え
る
。
ま
ず
、
同
書
倹
畜
篇
に
は
、

王
丞
相
は
俄
節
な
り
。
帳
下
の
甘
果
、
盈
溢
す
る
も
散
ぜ
ず
。
春
に
渉
り
て
欄
敗
す
。
都
骨
こ
れ
を
白
す
に
、
公
百
白
て
去
ら
し
め
て
日
く



云々
。

と
あ
る
。
こ
こ
に
み
え
る
都
督
と
は
明
ら
か
に
帳
下
都
督
の
こ
と
で
、

し
か
も
先
引
汰
修
篇
の
帳
下
都
督
と
同
様
、
蓋
所
の
責
任
者
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
、
帳
下
は
こ
こ
で
は
果
物
の
貯
蔵
し
て
あ
る
場
所
を
示
し
て
レ
る
が
、
そ
こ
は
帳
下
都
督
の
管
理
下
に
お
か
れ
て
い
る
場
所
|
|

蓋
所
に
ほ
か
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
帳
下
が
蓋
所
を
-
意
味
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
ま
っ
た
く
言
及
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
後

掲
の
東
菅
南
朝
期
の
諸
用
例
を
考
え
あ
わ
せ
る
な
ら
ば
、
右
の
帳
下
が
蓋
所
で
あ
る
こ
と
は
一
層
確
賓
と
な
る
の
で
あ
る
。

衣
に
、
『
世
読
新
語
』
雅
量
篇
に
み
え
る
事
例
を
検
討
し
よ
う
。

王
丞
相
の
主
簿
、
帳
下
を
検
校
せ
ん
と
欲
す
。
公
、
主
簿
に
語
る
ら
く
「
主
簿
と
周
旋
せ
ん
と
欲
す
れ
ど
も
、
人
の
九
案
の
聞
の
事
を
知

る
を
篤
す
無
か
れ
。
」
と
。

王
導
の
丞
相
府
の
主
簿
が
帳
下
を
査
察
し
よ
う
と
し
た
時
の
話
で
あ
り
、
帳
下
と
は
丞
相
府
の
蓋
所
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
主
簿
が
蓋
所

(

江

〉

の
帳
簿
の
査
察
|
|
禽
計
検
査
を
行
お
う
と
し
た
の
に
劃
し
て
、
王
導
が
「
人
の
書
類
を
し
ら
ベ
ま
わ
す
の
は
や
め
て
く
れ
。
」
と
抗
議
し
た

の
で
あ
る
。
こ
の
帳
下
の
牧
支
は
公
的
機
関
た
る
丞
相
府
の
牧
支
の
一
部
で
あ
っ
て
、

は
い
う
も
の
の
、

そ
れ
ゆ
え
に
舎
計
検
査
の
封
象
と
な
る
の
で
あ
る
。
と

王
導
が
抗
議
し
た
こ
と
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
公
的
な
費
用
で
あ
り
な
が
ら
も
、
貫
質
上
は
丞
相
た
る
王
導
の
裁
量

に
大
き
く
委
ね
ら
れ
る
は
ず
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
推
察
で
き
よ
う
。
以
上
の
東
菅
初
期
の
事
例
の
ほ
か
、
東
菅
末
期
に
お
け
る
同
様
の
事

-115ー

例
を
二
例
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

墨
田
書
』
巻
九

O
良
吏
・
臭
騒
之
俸
に
は
、
隆
安
年
開
会
一
九
七
J
囚

O
C、
「
龍
壊
時
府
軍
・
慶
州
刺
史
・
俵
節
・
領
卒
越
中
郎
賂
」
に
任
ぜ

ら
れ
た
隠
之
の
清
廉
な
生
活
を
次
の
如
く
停
与
え
て
い
る
。

州
に
在
る
に
及
び
、
清
操
い
よ
い
よ
属
み
、
常
に
食
は
菜
及
び
乾
魚
の
み
に
過
ぎ
ず
、
惟
帳
器
服
は
皆
な
外
庫
に
付
し
、
時
人
頗
る
其
の

&の
-b

O

I

O

矯
を
謂
う
。
然
れ
ど
も
亦
た
移
始
易
た
め
ず
。
帳
下
の
人
、
魚
を
準
む
る
に
、
毎
に
骨
を
去
り
て
肉
を
存
す
。
隠
之
其
の
意
を
用
う
る
を
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費
る
や
、
罰
し
て
荒
れ
を
鮪
く
。
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こ
こ
に
み
え
る
「
帳
下
の
人
」
は
明
ら
か
に
賄
い
係
で
あ
り
、
お
そ
ら
く
軍
府
の
所
属
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
っ
て
帳
下
は
蓋
所
な
い
し
賄
い
係

の
組
織
を
一
意
味
す
る
に
ち
が
い
な
い
。

い
ま
ひ
と
つ
の
例
は
、

性
者
豪
、
食
は
必
ず
方
丈
、
日
一
に
腕
ち
十
人
の
撰
を
震
る
。
穆
之
既
に
賓
客
を
好
み
、
未
だ
嘗
て
濁
り
餐
せ
ず
。
食
時
に
至
る
毎
に
、
客

十
人
以
還
に
止
ま
れ
ば
、
帳
下
常
に
依
り
て
食
を
下
し
、
此
れ
を
以
て
常
と
震
す
。

『
宋
書
』
巻
四
二
劉
穆
之
俸
に
み
え
る
。

こ
れ
は
、
東
菅
最
末
期
の
四
一
三
J
四
一
七
年
頃
の
こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。

」
の
帳
下
も
明
ら
か
に
賄
い
係
で
あ
り
、

劉
穆
之
の
軍
府
(
建
威

将
軍
府
か
前
賂
軍
府
〉
の
所
属
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
如
く
、
東
菅
期
に
は
、
親
兵
組
織
を
意
味
す
る
帳
下
と
賄
い
係
・
蓋
所
を
意
味
す
る
帳
下
と
が
並
存
す
る
状
況
に
あ
っ
た
。
西
広
日
期

に
は
な
お
副
次
的
機
能
と
考
え
ら
れ
た
蓋
所
開
係
の
機
能
が
、
東
耳
目
期
に
は
も
は
や
副
次
的
な
も
の
と
し
て
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
頻
繁
に

史
料
に
現
れ
て
く
る
。
同
じ
帳
下
組
織
の
中
で
も
、
親
兵
と
賄
い
係
と
の
役
割
分
捨
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
、
あ
る
い
は
も
っ
と
準
ん
で
親
兵

と
し
て
の
帳
下
と
賄
い
係
と
し
て
の
帳
下
と
の
分
化
が
進
行
し
て
い
た
こ
と
を
想
定
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

」
の
想
定
に
誤
り
な
け
れ
ば
、

西
菅

-1]6ー

か
ら
東
菅
に
か
け
て
の
時
期
は
、
帳
下
組
織
が
親
兵
と
賄
い
係
と
に
分
化
し
て
ゆ
く
過
渡
期
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
の
で
あ

そ
の
よ
う
な
分
化
の
到
達
貼
が
南
朝
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

る
。
そ
し
て
、

劉
宋
以
後
の
南
朝
に
お
け
る
帳
下
は
、
管
見
の
限
り
で
は
、
親
兵
組
織
を
一
意
味
す
る
用
例
が
ま
っ
た
く
み
ら
れ
な
い
。
そ
し
て
、
帳
下
督
に

〈

ロ

)

い
た
っ
て
は
、
そ
の
用
語
自
盤
、が
ど
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
で
あ
れ
ま
っ
た
く
使
用
さ
れ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
帳
下
の
方
は
、
用
例
自
鐙

は
『
宋
書
』
を
中
心
に
比
較
的
多
く
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
ら
の
す
べ
て
が
賄
い
係
・
蓋
所
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
ず
そ
れ

ら
の
用
例
の
う
ち
も
っ
と
も
簡
明
な
も
の
を
三
例
あ
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

『
宋
書
』
巻
六
九
劉
湛
俸
に
は
、
劉
宋
初
の
こ
と
と
し
て

鹿
陵
王
義
員
出
で
て
車
騎
将
軍

・
南
珠
州
刺
史
と
な
る
や
、

湛
叉
た
長
史
と
な
り
、
(
歴
陽
〉
太
守
た
る
こ
と
故
の
如
し
。
義
員
時
に
高
祖

の
憂
に
居
る
に
、
帳
下
を
し
て
膳
を
備
え
し
む
。
湛
こ
れ
を
禁
ず
る
や
、
義
員
乃
ち
左
右
を
し
て
魚
肉
珍
蓋
を
索
め
し
め
、
融
府
内
に
於
て



別
に
厨
帳
を
立
つ
。

と
み
え
る
。
義
員
が
父
武
一
帝
一
劉
裕
の
喪
中
に
も
拘
ら
ず

帳
下
〈
車
騎
将
軍
府
の
賄
い
係
〉
に
命
じ
て
膳
の
し
た
く
を
さ
せ
た
所
、

長
史
劉
湛
に

諌
止
さ
れ
た
。
そ
こ
で
義
員
は
側
近
に
命
じ
て
、
私
室
(
組
閣
〉
に
別
に
蓋
所
の
テ
ン
ト
(
厨
帳
〉
を
設
営
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

ま
た
、
『
宋
書
』
巻
七
二
文
九
王
・
建
卒
王
宏
停
附
子
景
素
俸
に
は
、

棺
円
受
稗
す
る
や
、
建
元
-
初
、
故
の
景
素
の
秀
才
劉
瑳
叉
た
上
書
し
て
白
く
「
(
中
略
〉
臣
聞
く
な
ら
く
王
の
献
太
妃
に
事
う
る
や
、
朝
夕
養

た
が

に
違
わ
ず
、
甘
苦
色
に
見
わ
さ
ず
。
帳
下
珍
撲
を
進
む
れ
ど
、
太
妃
未
だ
食
せ
ざ
れ
ば
、
王
箸
を
投
げ
て
飯
う
を
鞍
む
。
」

と
あ
り

『
南
費
量
目
』
巻
四
二
江
柘
俸
に
も
、

劉
喧
初
め
(
江
夏
王
)
賓
玄
の
罫
州
行
事
と
漏
り
、
事
を
執
る
こ
と
遁
刻
な
り
。

日
く
「
旦
に
己
に
驚
を
煮
た
り
。
此
れ
を
復
び
す
る
を
煩
わ
さ
ざ
れ
。
」
と
。

(
中
略
)
妃
煮
胞
を
索
め
、

帳
下
喧
に
諮
す
る
に
、

喧

皇
族
諸
王
の
軍
府
の
賄
い
係
だ
が
、
軍
府
に
限
ら
ず
一
般
的
に
蓋
所
を
さ
す
用
例
さ
え
存
在
す
る
。

明
日
く
「
汝
是
れ
何
人
ぞ
。
」
と
。

『
高
信
停
』
巻
十
二
種
弘
明
俸
に
は

-117ー

と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
事
例
は
、
明
瞭
に
帳
下
が
賄
い
係
に
ほ
か
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
以
上
の
三
例
は
す
べ
て
州
鎖
長
官
と
な
っ
た

叉
た
時
に
一
小
見
来
り
て
明
の
経
を
請
す
る
を
聴
く
。

り
。
帳
下
の
食
を
盗
み
、
今
圏
中
に
堕
つ
。
云
，
F」

(

日

)

と
み
え
る
。
こ
の
帳
下
は
寺
院
の
蓋
所
で
あ
ろ
う
。
元
来
軍
府
な
い
し
は
州
・
郡
等
の
官
鹿
の
蓋
所
を
さ
す
用
語
と
し
て
の
帳
下
が
、
蓋
所
一

般
に
も
碍
用
さ
れ
る
に
至
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
『
高
信
停
』
の
事
例
は
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

答
え
て
云
わ
く
「
昔
是
れ
此
の
寺
の
沙
調
た

以
上
の
よ
う
に
帳
下
が
も
っ
ぱ
ら
賄
い
係
や
蓋
所
の
一
一
意
味
で
使
用
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
戦
闘
要
員
と
し
て
の
親
兵
は
、
南
朝
に
お
い
て
は
別

の
名
稽
を
輿
え
ら
れ
た
は
ず
で
あ
る
。

『
宋
室
田
』
巻
八
三
寅
回
俸
の
記
載
は
、
こ
の
黙
を
考
察
す
る
う
え
で
非
常
に
示
唆
的
で
あ
る
。
責
回
俸

「
随
身
隊
を
領
し
、
宅
及
び
江
西
の
竪
の
事
を
統
知
」
し
た
こ
と
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が
み
え
る
。

に
は
、
黄
回
が
有
力
恩
倖
寒
人
戴
明
賓
に
臣
事
し
、
明
賓
の
信
任
を
え
て
、

(
M〉

つ
ま
り
、
明
賓
の
親
兵
の
領
率
と
家
産
|
|
「
宅
」
と
荘
園
の
管
理
と
を
委
ね
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
競
菅
時
代
の
帳
下
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督
が
に
な
っ
た
役
割
に
ほ
ぼ
相
嘗
す
る
が
、

注
目
す
べ
き
は
、
親
兵
が
帳
下
と
は
よ
ば
れ
ず

「
随
身
隊
」
と
よ
ば
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
同

(

日

〉

俸
に
は
、
さ
ら
に
、
回
が
「
貴
」
と
な
っ
て
か
ら
も
、
明
賓
に
謹
事
し
て
い
た
こ
と
を
の
ベ
て
、

男
ず
か
ら
帳
下
に
至
り
、
及
び
内
に
入
り
、
有
無
を
料
検
し
、
乏
し
き
に
随
い
て
供
迭
し
、
此
れ
を
以
て
常
と
篇
す
。

と
記
す
。
回
は
、
帳
下
や
「
内
」
に
行
っ
て
不
足
し
た
物
を
み
つ
け
て
は
補
充
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
帳
下
は
明
賓
の
官
醸
の
蓋
所
で

あ
り

「
内
」
は
明
賓
の
私
家
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ
ば
、
親
丘
一を
意
味
す
る
随
身
陵
と
蓋
所
を
意
味
す
る
帳
下
と
の
使
い
分
け
が

な
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

事
賞
、
南
朝
に
な
る
と
、
親
丘
(を
示
す
用
語
と
し
て
、
随
身
の
ほ
か
に
も
、
直
閤

・
防
閤

・
白
直
・

仕
身

・
親
信
・
賛
伎
な
ど
様
々
の
用
語

(
日
山
)

が
出
現
し
て
お
り
、
帳
下
と
類
似
し
た
も
の
で
は
帳
内
も
あ
ら
わ
れ
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
種
々
の
用
語
の
出
現
と
と
も
に
、
帳
下
は
南
朝
に

(

口

)

お
い
て
は
も
っ
ぱ
ら
賄
い
係
や
蓋
所
を
意
味
す
る
用
語
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
帳
下
に
は
、
先
引
『
世
読
新
一
詰
』
倹
畜
篇
・
雅
量
篇
や

「
宋
書
』

責
回
俸
の
例
に
み

ら
れ
る
如
く
、

財
物
が
集
積
さ
れ
て
お
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り
、
そ
れ
は
長
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
か
か
る
帳
下
の
財
物
に
つ
い
て
、

ほ
か
に
も
次
の
よ
う
な
関
連
史
料
を
見
出
す
こ
と
が
で
き

る
の
で
、
検
討
を
加
え
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

『宋
書』

巻
七
五
顔
竣
俸
に
は
、
御
史
中
丞
庚
徽
之
に
よ
る
右
将
軍

・
丹
陽
弔
ア
顔
竣
の
奏
揮
文
を
の
せ
て
お
り
、
そ
の
な
か
に
、

凡
そ
任
に
在
む
所
、
皆
な
政
刑
を
闘
き
、

相
に
丹
陽
の
庫
物
を
聞
き
て
、

吏
下
に
貸
借
す
。

多
く
資
躍
に
偲
り
て
、

解
し
て
門
生
と
篤

し
、
朝
に
充
ち
野
に
満
ち
て
、
殆
ん
ど
絡
に
千
計
な
ら
ん
と
す
。
白
下
に
賠
放
し
、
公
を
妨
げ
私
を
害
し
、
監
解
の
見
銭
を
取
り
て
以
て

帳
下
に
供
す
。

と
あ
る
。
こ
の
前
半
は
、

川
勝
義
雄
氏
の
分
析
の
如
く
、
顔
竣
が
官
物
を
部
下
を
通
じ
て
一
商
人
に
貸
し
出
し
、
そ
の
利
子
と
冥
加
金
を
門
生
の

(
時
)

資
障
と
い
う
形
で
上
納
さ
せ
た
こ
と
を
物
語
る
。
こ
れ
は
官
物
の
私
物
化
だ
が
、
後
牢
も
同
様
の
罪
黙
を
の
べ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
「
監
解

(

m
日
〉

の
見
銭
」
す
な
わ
ち
官
街
の
公
金
を
か
つ
て
に
帳
下
の
費
用
に
く
み
こ
ん
だ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
も
の
と
解
せ
ら
れ
る
。
帳
下
の
費
用
は
、
長



官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
費
用
で
あ
っ
て
、
寅
質
上
は
私
費
の
如
き
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
、
官
物
の
私
物
化
と
し
て
奏
弾
の
封
象
と
さ
れ
た
の

『
宋
書
』
巻
九
一
孝
義
・
郭
原
卒
俸
に
は
、
私
米
を
以
て
原
卒
及
び
山
陰
の
朱
百
年
の
妻
に
鎖
り
、
敬
し
て
日
く
「
(
中

で
あ
る
。
ち
な
み
に
、

(
曾
稽
)
太
守
察
興
宗
郡
に
臨
む
や
、
深
く
貴
異
を
加
え
、

略
〉
帳
下
の
米
を
以
て
、
各
々
百
餅
を
飾
る
ベ
し
。
」

と
あ
る
。
鎮
東
将
軍
・
舎
稽
太
守
察
興
宗
が
帳
下
の
米
百
餅
ず
つ
を
二
人
に
下
賜
し
て
い
る
が
、
帳
下
の
米
は
「
私
米
L

と
も
い
い
か
え
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
記
載
か
ら
、
帳
下
の
財
物
は
、
賓
質
的
に
長
官
の
私
的
費
用
と
み
な
さ
れ
た
こ
と
が
明
瞭
と
な
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
帳
下
が
南
青
を
へ
て
南
朝
へ
と
推
移
す
る
過
程
で
、
主
将
の
管
幕
・
親
兵
か
ら
軍
府
の
蓋
所
・
賄
い
係
へ
と
大
き
く
饗
容
し
た
こ
と

を
論
じ
て
き
た
。
ま
た
、
南
朝
の
帳
下
の
財
物
は
、
長
官
の
個
人
的
・
私
的
費
用
と
把
握
さ
れ
た
が
、
嘗
時
の
地
方
財
政
の
構
造
全
瞳
の
中
で

は
、
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
か
。
次
章
に
お
い
て
は
、
こ
の
黙
を
考
え
て
み
た
い
。

四

南
朝
地
方
財
政
の
構
造
と
帳
下

-119一

こ
の
資
費
に
は
、

(

初

)

徴
牧
さ
れ
た
租
・
調
の
う
ち
中
央
に
迭
納
さ
れ
る
分
を
除
い
た
残
り
、
す
な
わ
ち
地
方
に
存
留
さ
れ
る
部
分
が
充
賞
さ
れ
る
。
資
費
の
牧
支
に

南
朝
の
州
・
郡
の
財
政
は
、

中
央
政
府
(
倫
書
省
〉
か
ら
み
と
め
ら
れ
た
珠
算
|
|
査
費
を
基
幹
と
す
る
。

園
税
と
し
て

つ
い
て
は
、
中
央
政
府
の
認
可
が
必
要
で
、
州
・
郡
の
長
官
の
裁
量
擢
に
も
限
定
が
加
え
ら
れ
る
。

あ
ら
か

輯
少
く
し
て
清
官
を
歴
し
、
南
充
州
別
駕
と
な
る
。
刺
史
江
夏
王
劉
義
恭
、
逆
じ
め
査
費
銭
を
求
め
た
る
に
、
轄
日
く
「
此
れ
朝
廷
の
物

な
り
。
」
執
り
て
輿
え
ず
。

『南
稿
用
書
』
巻
三
二
庇
轄
俸
に
は、

と
み
え
、
南
充
州
刺
史
劉
義
恭
が
州
の
責
費
を
前
借
り
し
よ
う
と
し
て
、
別
駕
従
事
(
次
官
〉
の
庇
轄
に
阻
止
さ
れ
て
い
る
。
轄
の
言
の
如
く
、

資
費
は
あ
く
ま
で
「
朝
廷
の
物
」
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、

『
宋
室
田
』
巻
六
四
何
承
天
俸
に
は
、

313 

太
尉
江
夏
王
義
恭
、
歳
ご
と
に
資
費
銭
三
千
高
、
布
五
蔦
匹
、
米
七
寓
刷
所
を
給
せ
ら
る
。
義
恭
素
よ
り
お
古
修
、
用
常
に
充
た
ず
。
(
元
嘉
〉
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二
十

一
年
、
逆
じ
め
向
書
に
就
き
て
明
年
の
資
費
を
換
え
ん
と
す
。
而
れ
ど
も
奮
制
、
銭
二
十
高
、
布
五
百
匹
以
上
を
出
す
に
は
、
並
び

に
躍
に
奏
聞
す
ベ
し
。

(
向
書
左
丞
謝
)
元
、
相
に
命
議
し
て
銭
二
百
蔦
を
以
て
太
尉
に
給
せ
り
。
事
護
費
し
て
、
元
乃
ち
令
史
を
し
て

僕
射
孟
顕
の
命
を
取
ら
し
む
。

と
あ
る
。
こ
れ
は
、
中
央
の
太
尉
府
の
場
合
で
あ
る
が
、
資
費
の
前
借
り
を
行
う
際
に
、

金
額
(
銭
二
十
寓
・
布
五
百
匹
)
上
の
制
限
が
あ
り

制
限
を
う
わ
ま
わ
る
時
に
は
、

し
か
る
べ
き
手
績
き
(
奏
聞
)
を
ふ
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
制
約
は
、

地
方
軍
府
の
資
費
の
場
合
に

も
設
け
ら
れ
て
い
た
に
ち
が
い
な
い
。

以
上
の
如
く
、
資
費
の
場
合
、
長
官
の
裁
量
に
は
限
定
が
加
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
は
別
に
長
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
た
特
別
費
が
存
在
し

(
幻
〉

た
。
こ
の
特
別
費
の
牧
入
源
は
、
一
商
税
・
屯
田

・
山
津
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
牧
入
の
使
途
に
つ
い
て
み
て
み
よ
う
。

『
宋
霊
園
』
巻
四
七
劉
敬
宣
俸
に
は
、

尋
い
で
冠
軍
将
軍
・
官
一
域
内
史

・
裏
城
太
守
に
除
せ
ら
る
。
宣
城
は
山
鯨
多
く
、
郡
も
と
屯
を
立
て
て
、
以
て
府
郡
の
費
用
に
供
す
。
前

人
多
く
工
巧
を
震
調
し
て
、
器
物
を
造
作
せ
る
も
、
悉
く
私
屯
を
罷
め
、
唯
だ
竹
木
を
伐
り
、
府
舎
を
治
む
る
の

敬
宣
郡
に
到
る
や
、

-120ー

み
。
亡
叛
多
く
首
出
し
、
迭
に
三
千
絵
戸
を
得
た
り
。

「
屯
」
と
よ
ば
れ
る
山
林
開
設
組
織
が
お
か
れ
、
そ
の
牧
盆
が
冠
軍
将
軍
府
や
宣
城
郡
の
経
費
に
充

て
ら
れ
て
い

〈

詑

)

た
。
こ
の
「
屯
」
で
は
、
民
間
の
拭
労
働
力
徴
護
に
よ
る
手
工
業
も
経
営
し
て
い
た
が
、
東
菅
末
に
首
郡
へ
赴
任
し
た
劉
敬
宣
は
、
か
か
る
「
私

や
〈
し
ょ

屯
」
を
や
め
て
、
竹
木
を
伐
採
し
「
府
合
」
の
修
繕
を
す
る
に
と
ど
め
た
た
め
、
務
役
忌
避
者
が
復
関
し
て
三
千
絵
戸
の
増
加
を
み
た
、
と
い

と
あ
る
。
宣
城
郡
に
は

う
の
で
あ
る
。
こ
の
「
屯
」
は
軍
府
や
郡
の
官
臆
経
費
捻
出
の
た
め
の
機
関
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
が
「
私
屯
」
と
い
い
か
え
ら
れ
て
い
る
所
か

『
宋
書
』
巻
二
武
一
帝
紀
中
義

照
八
年
十

一
月
己
卯
の
僚
の
記
事
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
は
、
劉
裕
が
劉
毅
討
伐
の
た
め
に
江
陵
に
進
軍
し
た
時
の
布
告
で
あ
り
、
そ

ら
明
ら
か
な
如
く
、
容
易
に
長
官
個
人
の
牧
入
に
碍
化
し
て
し
ま
う
性
質
の
も
の
で
あ
っ
た
。
同
様
の
こ
と
は
、

の
中
に
、



州
郡
鯨
の
屯
田
池
塞
、
諸
々
軍
園
の
資
す
る
所
に
非
ず
。
利
の
守
宰
に
入
る
者
は
、
今
一
切
之
れ
を
除
け
。

と
み
え
る
。
本
来
寧
府
や
州
郡
臓
の
経
費
を
供
給
す
る
た
め
の
屯
田
や
養
魚
場
が
、
長
官
の
牧
入
源
と
化
す
る
傾
向
を
看
取
で
き
よ
う
。
こ
の

よ
う
に
、
官
臆
経
費
が
長
官
の
個
人
的
経
費
・
牧
入
に
容
易
に
轄
化
し
て
し
ま
う
の
は
、
そ
も
そ
も
嘗
時
に
お
い
て
は
、
雨
者
の
聞
に
明
確
な

〈

お

)

匿
別
を
飲
い
て
い
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
右
に
引
用
し
た
劉
裕
の
布
告
の
如
く
、
長
官
に
よ
る
私
物
化
が
た
び
た
び
と
り
し
ま
り
の
封
象

と
な
る
が
、
他
方
に
お
い
て
は
、

か
か
る
牧
入
が
官
僚
の
生
活
に
と
っ
て
必
要
不
可
歓
の
も
の
と
い
う
観
念
も
輩
固
に
存
在
し
て
い
た
。
こ
の

『
南
斉
書
』
巻
二
二
議
一
章
玉
泉
俸
所
載
の
疑
の
上
啓
に
み
え
る
次
の
記
事
が
一
示
唆
的
で
あ
る
。

票占

伏
し
て
見
る
に
、
諸
王
奉
貨
す
る
を
以
て
、
屡
-R
巌
旨
を
下
さ
る
る
も
、
少
き
よ
り
管
生
に
拙
な
る
こ
と
、
己
に
上
簡
に
薩
ぜ
り
。
府
州

郡
の
邸
舎
は
、
臣
の
私
有
に
非
ず
し
て
、
今

E
細
資
す
る
所
は
、
皆
な
是
れ
公
潤
な
り
。
臣
の
私
累
少
な
か
ら
ざ
れ
ば
、
未
だ
知
ら
ず
、

将
来
州
を
罷
め
た
る
の
後
、
或
い
は
嘗
に
試
み
に
営
責
を
察
び
て
以
て
自
膳
せ
ざ
る
能
わ
ざ
る
べ
き
や
を
。

-]21ー

し
ば
し
ば
巌
禁
命
令
を
お
下
し
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
私
が
も
と
も
と
営
利
に
う
と
い

こ
と
は
、
す
で
に
御
承
知
の
と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
府
州
郡
の
邸
舎
は
私
の
私
有
物
で
は
な
く
、
今
一
切
の
生
活
費
は
、
す
べ
て
官
給
で
あ

「
諸
王
が
営
利
活
動
を
行
う
の
で
、

り
ま
す
。
私
は
家
族
が
多
い
の
で
、
将
来
州
刺
史
を
退
任
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
営
利
の
や
り
方
で
も
撃
ん
で
生
活
を
た
て
る
よ
う
に
せ
ざ
る

を
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
」
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
上
啓
は
、
疑
が
都
督
揚
南
徐
二
州
諸
軍
事
・
中
書
監
・
司
空
・
揚
州
刺
史
で
あ
っ

た
永
明
二
年
(
四
八
四
)
に
、
兄
の
武
一
一帝
に
上
呈
し
た
も
の
で
あ
る
。
上
啓
に
は
、
自
分
が
ま
っ
た
く
私
的
営
利
に
は
開
興
し
て
い
な
い
こ
と
、

自
分
の
生
活
を
支
え
て
い
る
の
は
、
あ
く
ま
で
司
空
府
や
揚
州
に
所
属
す
る
「
邸
舎
」
の
牧
盆
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
官
僚
と
し
て
の
生
計
維
持

に
必
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
私
的
営
利
と
同
一
視
し
て
と
り
し
ま
り
の
劉
象
と
し
な
い
で
ほ
し
い
こ
と
が
切
々
と
訴
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に

み
え
る
「
邸
舎
」
と
は
、
倉
庫
・
掠
館
・
一
商
庖
・
金
融
業
を
複
合
的
に
経
営
す
る
施
設
で
あ
っ
て
、
先
に
み
た
「
屯
」
と
同
様
、
山
津
物
資
を

(
川
品
)

活
用
し
た
営
利
機
関
で
あ
る
こ
と
が
唐
長
濡
氏
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
府
・
州
の
邸
舎
は
、
疑
が
州
銀
長
官
で
あ
る
か
ぎ
り
そ
の

生
活
を
保
障
す
る
俸
緑
の
如
き
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
ポ
ス
ト
を
は
な
れ
た
時
に
は
、
別
に
牧
入
を
得
る
手
だ
て
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

315 
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い
。
し
た
が
っ
て
、

か
か
る
邸
合
の
牧
盆
は
、
長
官
の
個
人
的
牧
入
に
縛
化
す
る
と
い
う
黙
で
「
私
」
と
と
ら
え
ら
れ
る
(
前
引
劉
敬
宣
惇
〉
け

れ
ど
も
、

そ
れ
が
あ
く
ま
で
長
官
と
い
う
官
職
ポ
ス
ト
に
劃
し
て
支
給
さ
れ
る
と
い
う
一
意
味
で
は
「
公
」
な
の
で
あ
る
。

い
っ
た
い
に
、
渡
溢
信

一
郎
氏
の
指
摘
の
如
く
、
嘗
時
の
政
治
理
念
で
は
、
官
僚
た
る
も
の
は
そ
の
管
私
を
抑
制
し
農
工
一
商
と
利
を
争
わ

(

お

)

ず
、
支
配
と
い
う
精
神
州
労
働
に
専
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
俸
緑
は
そ
の
た
め
の
物
的
保
障
と
し
て
の
一
意
味
を
も
っ
。
し
か
し

な
が
ら
、
嘗
時
の
俸
禄
制
は
き
わ
め
て
不
備
で
あ
り
、
俸
稔
の
不
足
を
補
う
た
め
に
種
々
の
牧
入
源
が
設
定
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
欣

況
t主

『
南
湾
書
』
巻
二
二
珠
章
王
疑
俸
の
次
の
記
載
に
、
も
っ
と
も
具
睦
的
に
の
べ
ら
れ
て
い
る
。

州
郡
の
秩
俸
及
び
雑
供
給
、

ぬ
る
に
郡
勝
長
尉
の
俸
緑
の
制
、
定
科
有
り
と
雌
も
、
復
た
風
俗
に
由
り
、
東
北
源
を
異
に
し
、
西
南
緒
を
各
々
に

お

も

。

。

。

。

。

。

。

。

。

。

ほ

か

し
、
習
い
て
以
て
常
と
潟
す
。
(
中
略
)
臣
謂
え
ら
く
、
宜
し
く
所
在
を
し
て
各
々
公
用
・
公
田
・
秩
石
・
迎
迭
の
奮
典
の
外
、
守
宰
相
い

承
く
る
も
の
、
伺
の
供
調
有
り
や
を
僚
せ
し
む
べ
し
。
尚
書
精
ら
か
に
洗
葱
を
加
え
、

多
く
土
の
出
す
所
に
随
い
、
定
准
有
る
こ
と
無
し
。

疑
上
表
し
て
日
く
「
(
中
略
)
伏
し
て
尋

宋
氏
以
来
、

其
の
徐
の
資
給
、

務
め
て
優
衷
な
ら
し
め
、

事
逼
ず
べ
き
に
在
れ
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ば
、
宜
し
き
に
随
い
て
開
許
し
、
公
を
損
い
民
を
侵
す
も
の
は

一
に
皆
な
止
却
し
、
定
格
を
明
立
し
、

四
方
に
班
下
し
、
永
く
恒
制
と

痛
さ
ん
。
」
と
。
之
れ
に
従
う
。

中
村
圭
爾
氏
の
指
摘
の
如
く
、
地
方
官
の
牧
入
は
、
①
公
用
公
田
秩
石
迎
迭
と
②
供
調
と
に
三
大
別
さ
れ
、
①
は
定
科
、
奮
典
と
表
現
さ
れ
る

よ
う
に
正
式
か
つ
停
統
的
な
も
の
で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
①
の
中
で
は
、
俸
様
の
た
め
の
団
地
で
あ
る
公
団
が
大
き
な
比
重
を
も
っ
て
い
た
と

(

部

〉

(

幻

〉

(

叩

山

)

考
え
ら
れ
る
。
そ
の
ほ
か
、
公
用
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
交
際
費
の
如
き
も
の
と
思
わ
れ
る
。
秩
石
は
官
秩
で
あ
ろ
う
が
、
貧
態

は
不
明
で
あ
る
。
迎
迭
は
、
迭
故
迎
新
鋭
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
合
せ
て
も
、
①
の
額
は
、
地
方
官
の
生
活
保
障
に
は
不
十
分
で
あ
る
た

め
、
②
供
調
と
よ
ば
れ
る
雑
牧
入
が
み
と
め
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
よ
う
な
雑
牧
入
を
う
み
だ
す
た
め
に
、
府
州
郡
と
い

う
公
的
機
闘
を
利
用
し
た
営
利
活
動
が
大
々
的
に
行
わ
れ
る
結
果
と
な
り
、
地
方
官
に
牧
入
を
保
障
し
た
本
来
の
目
的
|
|
管
私
の
抑
制
と
矛

ま
っ
た
く
の
私
的
な
営
利
よ
り
も
い
っ
そ
う
有
害
な
影
響
を
民
聞
に
輿
え
る
1

1
人
役
徴
設
な
ど

盾
を
き
た
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、



|
|
こ
と
さ
え
あ
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
、
議
章
王
疑
は
右
の
上
表
文
の
中
で
、
各
地
方
官
の
恋
一
意
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
雑
牧
入
の
中
央
統
制
を
提
案
し
、
そ
れ
が
う
け
い

(
m
U
〉

れ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
劉
宋
末
以
来
半
額
に
減
額
さ
れ
て
い
た
「
田
秩
」ハ
公
団
か
ら
の
牧
入
)
が
原
額
に
復
活
さ
れ
る
。
し
か
し
、

肝
腎
の
営
利
活
動
の
規
制
に
つ
レ
て
は
、
具
瞳
的
措
置
が
と
ら
れ
た
形
跡
は
な
く
、
結
局
放
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

て
、
園
家
の
政
策
に
よ
っ
て
地
方
官
の
個
人
的
牧
入
に
規
制
を
加
え
る
方
向
は
ま
っ
た
く
失
敗
に
闘
し
、
南
朝
を
逼
じ
て
、
官
臆
経
費
と
長
官

の
個
人
的
経
費
・
牧
入
と
を
匡
分
不
分
明
な
ま
ま
に
混
在
さ
せ
た
特
別
費
が
存
在
し
つ
e

つ
け
る
の
で
あ
る
。
前
章
で
み
た
帳
下
の
費
用
も
長
官

の
個
人
的
・
私
的
費
用
と
い
う
性
格
が
濃
厚
で
あ
り
、
特
別
費
の
一
角
に
位
置
付
け
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

は
、
『
梁
書
』
巻
三
武
一
帝
紀
下
大
同
七
年
十
二
月
壬
寅
の
篠
の
詔
に
み
え
る
次
の
記
事
で
あ
る
。

か
く
し

こ
の
黙
に
つ
い
て
示
唆
的
な
の

ゆ

え

(

m
剖
〉

州
牧
は
多
く
良
才
に
非
ず
、
守
宰
は
虎
に
し
て
翼
を
停
く
。
楊
阜
是
の
故
に
憂
憤
し
、
責
誼
所
以
に
流
沸
す
。
民
聞
に
至
り
て
は
訣
求
高

を
民
に
取
る
。
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端
、
或
い
は
厨
帳
に
供
し
、
或
い
は
厩
庫
に
供
し
、
或
い
は
使
命
を
遭
わ
し
、
或
い
は
賓
客
を
待
し
、
皆
な
白
か
ら
費
す
こ
と
な
く
、
給

と
あ
っ
て
、
地
方
長
官
が
様
々
な
形
で
行
う
民
聞
か
ら
の
諒
求
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。
訣
求
の
な
か
に
は
、
民
聞
か
ら
直
接
と
り
た
て
た
現

物
や
勢
役
の
ほ
か
、
民
間
と
競
合
す
る
官
管
事
業
の
牧
盆
も
ふ
く
む
で
あ
ろ
う
。
か
か
る
読
求
に
よ
っ
て
え
ら
れ
た
費
用
|
|
特
別
費
は
、
②

蓋
所
〈
厨
帳
)
、
@
軍
馬
や
武
器
(
厩
庫
〉
、
@
使
者
の
涯
遣
、
@
賓
客
の
接
待
な
ど
に
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
貼
か
ら
も
帳
下
|
|

葦
所
の
費
用
が
特
別
費
に
属
す
る
こ
と
が
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。

み
て
き
た
よ
う
に
、
帳
下
の
費
用
は
、
一
商
一
税
・
屯
田
・
山
津
を
財
源
と
す
る
特
別
費
の
一
角
を
構
成
し
た
が
、
帳
下
組
織
が
ど
の
よ
う
な
形

で
財
物
を
集
積
し
た
か
を
具
盤
的
に
示
す
史
料
が
紋
け
て
い
る
。
そ
こ
で
、
朝
廷
の
蓋
所
を
管
掌
し
た
太
官
の
例
か
ら
類
推
す
る
方
法
を
と
っ

317 

て
考
察
す
る
。

『
南
青
書
』
巻
二
高
一
帝
一
紀
下
建
元
元
年
四
月
己
亥
の
僚
の
詔
に
、
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太
官
の
池
鎮
は
宜
し
く
税
入
を
停
め
、
優
量
省
置
す
ベ
し
。

と
み
え
、
太
官
の
養
魚
場
の
徴
税
停
止
と
縮
小
削
減
が
命
ぜ
ら
れ
て
い
る
。
太
官
の
養
魚
場
で
は
、
そ
こ
か
ら
の
現
物
(
魚
〉
の
調
達
よ
り
も
、

む
し
ろ
税
牧
の
方
に
力
黙
を
お
い
た
経
営
が
な
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

南
朝
の
太
官
は
こ
の
よ
う
な
形
で
山
津
を
利
用
し
た
営
利

活
動
を
展
開
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
が
、

レ
ム
久
ノ
。

か
か
る
営
利
権
嘗
の
組
織
と
し
て
、

『
宋
書
』
巻
七
九
文
五
王
・
寛
陵
王
誕
俸
に
は
、
孝
建
三
年
(
四
五
六
)
四
月
、 「
太
官
東
俸
」
な
る
も
の
の
存
在
は
と
り
わ
け
注
目
に
値
し

孝
武
一
帝
が
有
司
に
命
じ
て
作
製
さ
せ
た
寛
陵
王
誕
の

弾
劾
文
を
の
せ
、

そ
の
な
か
に

叉
た
太
官
の
東
停
、
も
と
献
御
有
り
。
喪
飽
既
に
卒
ら
ぎ
た
る
も
、
猶
お
断
逼
を
加
え
、
珍
蓋
庶
品
、
回
し
て
私
繕
に
充
つ
。

と
あ
る
。
首
都
建
康
の
東
方
の
舎
稽
郡
に
は
、
太
官
の
東
俸
が
あ
っ
て
、
物
資
を
中
央
の
太
官
へ
職
迭
す
る
役
割
を
は
た
し
て
い
た
。

し
か

し
、
元
嘉
三
十
年
(
四
五
三
〉
、
文
一
帝
が
皇
太
子
劉
酌
に
殺
害
さ
れ
て
全
園
が
争
凱
に
お
ち
い
る
と
職
迭
は
と
だ
え
た
。
と
こ
ろ
が
、
争
凱
が
お

-124ー

さ
ま
っ
て
か
ら
も
、
嘗
時
曾
稽
太
守
で
あ
っ
た
誕
は
、
東
俸
の
縁
迭
を
さ
し
と
め
て
、

そ
の
物
資
を
横
領
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

〈

お

)

な
太
官
の
機
闘
が
禽
稽
に
置
か
れ
た
の
は
、
こ
の
地
が
と
り
わ
け
山
淳
物
資
の
豊
か
な
土
地
で
あ
っ
た
か
ら
に
ち
が
い
な
い
。
東
停
で
は
、
物

〈
刊
記
)

責
職
、迭は
も
と
よ
り
、
山
津
を
利
用
し
た
営
利
活
動
も
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
中
村
圭
繭
氏
に
よ
っ
て
究
明
さ
れ
た
蓋
俸
(
朝
廷
直
属
の
俸
)

の
一
つ
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
、
東
俸
は
、
太
官
だ
け
で
は
な
く
、
中
央
の
有
力
な
公
府
で
も
保
有
し
て
い
た
。
『
宋
書
』
巻
七
九
文
五
王

・
庫
江
王
樟
俸
に
は
、
江

夏
王
義
恭
の
太
宰
府
に
も
東
俸
が
あ
っ
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
泰
始
五
年
(
四
六
九
)
、
複
の
罪
肢
を
列
奉
し
た
明
一
帝
の
詔
の
な

台、

げ
ん

朕
の
践
昨
の
初
め
、
公
、
故
太
宰
の
東
俸
の
絵
銀
、
見
入
数
百
宮
内
を
請
え
る
も
、
内
に
養
に
充
て
ず
、
外
に
園
を
助
け
ず
、
詰
課
す
る
も

の
に
散
賜
し
、
偏
ね
く
趨
隷
に
恵
み
た
り
。

と
あ
る
。

緯
は
明
帝
の
即
位
(
四
六
五
)
嘗
初
、

太
宰
府
の
東
俸
の
飴
剰
金
数
百
寓
銭
を
も
ら
い
う
け
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
有
力
公
府
も
東



俸
を
保
有
し
、
し
か
も
か
な
り
の
資
金
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
東
俸
の
存
在
を
俸
え
る
史
料
は
右
の
二
例
に
限
ら
れ
る

の
で
、
確
謹
は
え
ら
れ
な
い
が
、
太
宰
府
の
東
俸
の
場
合
も
朝
廷
に
お
け
る
太
官
に
相
賞
す
る
部
局
l
l
|帳
下
の
管
掌
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高

い
3

そ
し
て
、
各
州
・
郡
に
お
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
領
域
内
に
停
ま
た
は
こ
れ
に
類
す
る
組
織
を
設
け
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
ら
を
管

掌
し
た
の
も
や
は
り
帳
下
で
あ
っ
た
に
ち
が
い
な
い
。
き
ら
に
、

か
か
る
帳
下
の
機
能
性
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
地
方
財
政
の
特
別
費
の
運
用

に
お
い
て
、
中
接
的
役
割
を
に
な
っ
た
の
は
、
帳
下
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

以
上
、
南
朝
の
帳
下
の
財
政
機
能
を
考
え
て
き
た
。
さ
て
、
前
章
で
み
た
如
く
、
帳
下
が
賄
い
係
・
蓋
所
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
ほ

ぼ
東
晋
以
降
な
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
は
、
南
朝
の
帳
下
に
相
嘗
す
る
別
の
用
語
の
存
在
を
想
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
、

『
貌
志
』
巻
九
夏
侯
玄
俸
注
所
引
『
貌
略
』
を
み
る
と
、

た
ま

曾
々
有
司
、
(
中
領
軍
許
〉
允
、
前
に
撞
に
蔚
の
銭
穀
を
以
て
諸
俳
及
び
其
の
官
属
に
乞
え
り
と
奏
し
、
故
に
遂
に
廷
尉
に
牧
迭
し
、
考

問
責
り
て
、
死
を
減
じ
て
過
に
徒
す
e

嘗
故
、
『
貌
志
』
巻
二
二
越
俄
俸
注
所
引
『
貌
略
』
に
は
、

四
征
に
官
厨
財
籍
有
り
て
、
遷
轄
の
際
、
因
縁
せ
ざ
る
な
し
。
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と
あ
り
、

(

お

)

と
あ
っ
て
、
軍
府
の
蓋
所
を
示
す
用
語
と
し
て
「
厨
」
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
右
の
二
史
料
の
前
者
で
は
、
許
允
が
中
領
軍
府
の
「
蔚
の

(
M
C
 

銭
穀
」
を
浪
費
し
た
罪
で
巌
罰
を
下
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
司
馬
氏
に
よ
る
曹
爽
涯
排
除
の
一
環
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
よ
う
な

巌
し
い
慮
分
は
一
般
的
で
な
い
の
で
あ
り
、
後
者
の
四
征
将
軍
府
の
「
官
蔚
財
籍
」
の
如
く
、
轄
任
に
際
し
て
の
横
領
な
ど
が
半
ば
公
然
と
行

わ
れ
得
る
の
が
普
通
の
献
況
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
三
園
・
貌
の
厨
の
費
用
の
性
格
は
、
南
朝
の
帳
下
の
そ
れ
と
ま
っ
た

く
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
西
菅
期
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
六
朝
を
逼
じ
て
の
大
き
な
流
れ
を
想
定
し
た
場
合
、
ほ
ぼ
貌
菅
の
厨
か

ら
東
菅
南
朝
の
帳
下
へ
と
い
う
嬰
遁
の
、
過
程
が
う
か
び
あ
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

319 
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お

わ

り

後
漢
末
か
ら
貌
菅
に
か
け
て
の
親
丘
一
組
織
|
|
帳
下
は
、
東
音
初
期
か
ら
蓋
所
な
レ
し
賄
い
係
と
し
て
史
料
に
あ
ら
わ
れ
は
じ
め
る
。
東
菅

に
お
い
て
は
、
帳
下
が
親
兵
と
し
て
従
軍
す
る
事
例
も
な
お
み
ら
れ
る
が
、
劉
宋
以
後
の
南
朝
に
な
る
と
、

ま
っ
た
く
軍
事
的
性
格
を
失
い
、

完
全
に
蓋
所
・
賄
い
係
に
繁
容
を
と
げ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
の
援
容
に
制
割
腹
し
て
、
南
朝
で
は
、
随
身
・
直
閤
・
防
閤
等
、
親
丘
(
を
意
味

一
方
、
葦
所
・
賄
い
係
を
意
味
す
る
用
語
は
、
貌
菅
の
厨
か
ら
東
菅
南
朝
の
帳
下
へ
と
饗
化
し
て
ゆ
く
。

軍
府
の
蓋
所
と
し
て
の
帳
下
は
、
山
四
停
を
利
用
し
た
物
資
調
達
や
営
利
の
機
能
も
も
ち
、
長
官
の
裁
量
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
特
別
費
の
運
用

に
お
い
て
中
核
的
役
割
を
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
特
別
費
の
存
在
が
示
す
如
く
、
六
朝
時
代
に
お
い
て
は
、
公
的
行
政
機
関
た
る
地

(

お

)

方
官
鹿
が
長
官
個
人
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
る
傾
向
が
濃
厚
で
あ
る
。
特
別
費
は
、
本
来
「
公
」
的
な
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
異
に
公

す
る
様
々
な
用
語
を
生
じ
て
い
る
。

的
機
能
を
は
た
す
か
、
貫
質
的
に
私
的
牧
入
と
化
す
か
は
、

ま
っ
た
く
長
官
個
人
の
主
観
的
判
断
に
ま
つ
よ
り
ほ
か
な
か
っ
た
。
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地
方
財
政
の
特
別
費
に
お
け
る
右
の
よ
う
な
公
私
区
分
の
あ
り
ょ
う
は
、
谷
川
道
雄
氏
が
指
摘
し
た
名
望
家
の
家
の
経
済
生
活
に
お
け
る
公

と
私
の
関
係
を
想
起
さ
せ
る
。
名
望
家
の
貯
穀
や
俸
緑
等
は
、
所
有
権
に
お
い
て
は
私
家
に
鋳
麗
し
つ
つ
、
機
能
に
お
い
て
は
私
家
用
と
公
共

(

お

〉

用
と
に
匡
分
さ
れ
て
い
た
。
そ
し
て
こ
の
匡
分
は
、
名
望
家
の
主
観
的
な
倫
理
観
念
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
特
別
費
の
場
合

は
、
あ
く
ま
で
「
公
」
に
蹄
麗
し
つ
つ
、

そ
の
機
能
に
お
い
て
公
私
南
面
を
も
ち
、
そ
の
聞
の
匡
分
は
や
は
り
長
官
の
倫
理
観
念
に
委
ね
ら
れ

て
い
た
と
い
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
、
南
朝
地
方
財
政
の
構
造
は
、
名
望
家
に
よ
っ
て
指
導
さ
れ
る
園
家
祉
舎
践
制
|
|
六
朝
貴

族
制
批
舎
の
特
質
に
割
腹
し
た
も
の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

註(
1
〉
潰
口
重
函
「
貌
耳
目
南
北
朝
惰
唐
史
概
設
」
(
『
秦
漢
陪
唐
史
の
研
究
』

下
一
九
六
六
所
枚
)
八
五
二
J
八
五
三
頁
。

(

2

)

「
南
北
朝
の
軍
主
・
隊
主
・
皮
主
等
に
つ
い
て

」
(
「
六
朝
史
研
究

政
治
・
枇
曾
篇
』
一
九
五
六
所
牧
)
五
六
三
頁
、
五
八
三
頁
注
⑥。
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「
六
朝
軍
帥
の
親
軍
に
つ
い
て
の
一
考
察
」
(
『
東
洋
史
研
究
』
一
八

l
て
-
九
五
九
)
一
一
一
一
一

l
二
四
頁
。

(

4

)

努
総
「
漢
耳
目
時
期
的
維
帳
」
(
『
文
史
哲
回
目
干
報
』
第
二
期
、
一
九
五

一
〉
七
五
頁
。

〈
5
〉
後
漢
末
三
園
の
種
々
の
参
謀
官
に
つ
い
て
は
、
石
井
仁
「
参
軍
事
考

l
l六
朝
軍
府
僚
属
の
起
源
を
め
ぐ
っ
て

l
|」
(
『
文
化
』
五
一

l

一
ニ
・
四
、
一
九
八
八
)
を
参
照
。

(
6
〉
六
朝
期
に
門
生
故
吏
関
係
に
代
表
さ
れ
る
「
私
的
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

主
従
関
係
」
が
普
遍
的
に
存
在
し
た
こ
と
が
、
川
勝
義
雄
氏
に
よ
っ
て

指
摘
さ
れ
て
い
る
。
同
氏
「
門
生
故
吏
関
係
」
(
『
六
朝
貴
族
制
祉
舎
の

研
究
』
一
九
八
二
所
牧
)
を
多
照
。

(
7
〉
『
貌
E

日
南
北
朝
地
方
行
政
制
度
』
(
一
九
六
一
二
)
一
四
二
頁
。

〈
8
〉
同
右
二
七
六
頁
。

(

9

)

同
右
二
三
二
頁
。

(ω
〉
そ
の
ほ
か
、
西
耳
目
代
に
帳
下
司
馬
の
存
在
し
た
こ
と
が
『
菅
書
』
巻

三
五
陳
森
博
、
同
書
袋
三
八
文
六
王
・
斉
王
般
停
、
同
書
巻
四

O
買
充

俸
に
よ
り
知
ら
れ
る
。
帳
下
司
馬
も
公
府
や
軍
府
に
所
属
す
る
が
、
こ

れ
と
帳
下
都
督
と
の
関
係
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

(
日
〉
『
貌
志
』
袋
二
三
越
般
傍
注
所
引
『
貌
略
』
に
は
、
四
征
将
軍
府
に

「
官
厨
財
籍
」
な
る
も
の
が
存
在
し
た
こ
と
を
俸
え
て
い
る
。
官
臆
の

蓬
所
の
帳
簿
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
こ
の
記
事
は
、
第
四
章
で
再
び
と
り

あ
げ
る
。

(
ロ
〉
帳
下
督
の
ほ
か
に
も
、
劉
宋
以
後
に
み
ら
れ
な
く
な
る
官
職
と
し

て
、
軍
師
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
石
井
仁
註

(
5
〉
所
掲
論
文
五

O
頁
お
よ
び
六

O
頁
註
(
必
〉
を
参
照
。
ま
た
、
巌
耕

皐
氏
は
、
『
金
石
績
編
』
単
位
一
や
『
八
南
極
室
金
石
補
正
』
巻
十
に
牧
録

さ
れ
る
「
宋
寧
州
刺
史
袈
龍
顔
碑
陰
」
に
み
え
る
「
麿
下
都
督
」
を
帳

下
都
督
と
「
名
異
而
質
問
」
と
指
摘
す
る
。
註
(
7
〉
所
掲
書
一
七
-
頁

を
多
照
。
巌
氏
の
指
摘
の
通
り
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
帳
下
都
督
の
名
稽

は
な
く
な
っ
て
も
、
そ
れ
と
同
様
の
も
の
が
存
績
し
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
帳
下
替
や
帳
下
都
督
は
現
存
の
記
録

の
う
え
か
ら
は
姿
を
消
す
の
で
あ
る
。

(
日
〉
ま
た
、
『
雄
記
正
義
』
巻
十
三
王
制
篇
「
六
十
宿
肉
」
に
附
す
る
孔

穎
遠
の
疏
に
、

六
十
宿
肉
者
、
縛
老
、
故
憧
宿
肉
在
帳
下
、
不
使
求
市
不
得
也
。

と
あ
り
、
こ
の
帳
下
も
一
般
的
に
墓
所
を
さ
す
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

事
例
は
唐
の
初
期
だ
が
、
孔
穎
遠
の
疏
が
主
に
南
朝
経
皐
l
l
i
『
雄
記
』

の
場
合
に
は
梁
の
皇
侃
1
1
1
に
依
接
し
た
こ
と
を
想
起
す
る
な
ら
ば
、

む
し
ろ
南
朝
の
用
例
と
考
え
る
べ
き
か
も
し
れ
な
い
。

(
H
〉
「
宅
」
は
家
屋
の
ほ
か
に
家
園
や
田
地
を
と
も
な
う
。
渡
透
信
一
郎

「
二
世
紀
か
ら
七
世
紀
に
至
る
大
土
地
所
有
と
経
営
」
〈
『
中
園
古
代
社

曾
論
』
{
九
八
六
所
牧
〉
二
二
六
J
一
三
八
頁
。

(
日
〉
蛍
時
、
「
貴
」
と
な
る
と
は
、
第
三
口
問
官
に
な
っ
た
こ
と
を
一
意
味
す

る
。
越
智
重
明
「
主
借
度
の
誠
子
書
を
め
ぐ
っ
て
」
〈
『
東
方
皐
』
六

一
二
、
-
九
八
二
)
一
ニ
二
J
一
一
一
一
一
一
頁
。
責
回
の
場
合
、
泰
始
二
年
(
四
六

六
)
三
月
、
軍
功
に
よ
っ
て
龍
駿
将
軍
(
三
口
問
〉
と
な
っ
た
こ
と
を
さ

す
の
で
あ
ろ
う
。

(
凶
)
宮
川
向
志
註
(
2
〉
所
掲
論
文
、
菊
池
英
夫
註
(
3
〉
所
掲
論
文
。

(
口
)
北
朝
や
唐
代
に
は
、
帳
下
が
親
兵
の
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
る
が
、

こ
の
こ
と
を
も
っ
て
南
朝
も
同
様
の
一
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
は
考
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え
な
い
。
南
朝
に
つ
い
て
は
南
朝
の
用
例
か
ら
考
え
る
べ
き
で
あ
る

し
、
し
か
も
そ
の
南
朝
の
用
例
が
少
な
か
ら
ず
存
在
し
、
そ
れ
ら
す
べ

て
が
親
兵
を
意
味
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
北
朝
や
唐
と
は
異
な

る
一
意
味
で
使
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
る
。

(
凶
)
「
南
朝
貴
族
制
の
鼠
壊
」
(
註
(

6

)

所
掲
書
所
牧
〉
四
一
五
J
四一

六
頁
。

(
川
口
)
「
監
解
」
の
用
例
は
、
『
宋
書
』
巻
四

一
后
妃
停
序
の
後
宮
内
職
官

品
表
に
、

監
解
帥
、
置
人
無
定
数
。

と
あ
る
以
外
は
見
出
さ
れ
ず
、
一
意
味
が
い
ま
ひ
と
つ
剣
然
と
し
な
い

が
、
{
呂
臨
経
費
で
あ
る
こ
と
は
た
し
か
で
あ
ろ
う
。

(
初
〉
資
費
に
つ
い
て
は
、
宮
崎
市
定
『
九
品
官
人
法
の
研
究
』
(
一
九
五

六
)
二
二
四
頁
、
越
智
重
明
「
南
朝
州
銀
の
財
政
に
つ
い
て
」
(
『
東
洋

史
皐
』
二
四
、
一
九
六
一
〉
六
二
J
六
三
、

六
八
頁
を
参
照
。
租
・
調

の
存
留
に
つ
い
て
は
、
中
村
圭
爾
「
E
日
南
朝
に
お
け
る
官
人
の
俸
稼
」

(
『
六
割
貴
族
制
研
究
』
一
九
八
七
所
牧
)
四
九

O
J四
九
二
頁
。

(
幻
〉
商
税
に
つ
い
て
は
、
越
智
重
明
註
(
ぬ
)
所
掲
論
文
を
参
照
。
な
お
、

趨
智
設
の
問
題
と
恩
わ
れ
る
黙
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
梁
の
太
府
創
設

と
そ
の
背
景
」
(
弘
前
大
隼
人
文
事
部
『
文
経
論
叢
』
一
一
一
一
一|
三
、

一

九
八
八
〉
で
私
見
を
の
ベ
た
。
屯
田
に
つ
い
て
は
、
越
智
重
明

「
貌
菅

南
靭
の
屯
回
」
(
『
史
嬰
雑
誌
』
七

O
ー
一
二
、
-
九
六
己
、
山
津
に
つ

い
て
は
、
唐
長
部

「
南
朝
的
屯
、
邸
、
別
竪
及
山
津
佑
領
」
(
『
歴
史
研

究』

一
九
五
四
|
一
二
)
。

(
詑
)
『
南
史
』
径
五
七
世
出
雲
俸
に
は
、
沼
雲
が
始
輿
内
史
に
在
任
中
の

こ

と
と
し
て
、

叉
郡
相
承
後
堂
有
雑
工
作
、
雲
悉
省
還
役
。

と
あ
り
、
始
輿
郡
で
は
政
麟
後
方
の
建
物
に
官
営
工
房
を
設
置
し
、
人

役
を
徴
渡
し
て
い
た
。
こ
の
工
房
も
、
宣
域
郡
の
場
合
と
同
様
、
軍
府

や
郡
の
経
費
を
供
給
す
る
た
め
の
施
設
で
あ
ろ
う
。

(
お
)
菊
池
英
夫

「
南
朝
田
制
に
関
す
る
一
考
察
|
|
唐
田
令
鎧
系
と
の
関

連
に
お
い
て
1
1
1
」
(
『
山
梨
大
泉
教
育
製
部
紀
要
』
四
、
一
九
六
九
)

-一一一
J
一
四
頁
の
指
摘
を
参
照
。

(
M
〉
註
(
幻
〉
所
掲
論
文
九
七

J
-
o
O頁
。

(お〉

「
清

|
|
あ
る
い
は
二
|
七
世
紀
中
園
に
お
け
る
一
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

形
態
と
園
家
|
|
」
(
京
都
府
立
大
暴
風
午
術
報
告
『
人
文
』
一
一
一
一
、
一

九
七
九
〉
。

(
お
〉
註
(
勾
)
所
掲
論
文
四
七
三
J
四
七
九
頁
。

(
幻
〉
宋
代
の
州

・
軍
に
公
使
銭
・
公
用
銭
な
ど
と
よ
ば
れ
る
交
際
費

・
機

密
費
が
輿
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
と
同
様
の
も
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。
宋
代
の
公
使
銭
・
公
用
銭
に
つ
い
て
は
、
佐
伯
富
「
宋

代
の
公
使
銭
に
つ
い
て
」
お
よ
び

「
宋
代
の
公
使
庫
に
つ
い
て
」
(
い

ず
れ
も
『
中
園
史
研
究
』
第
二
、
一
九
七
一
所
牧
)
を
参
照
。
な
お
、

南
靭
の
公
用
は
、
正
式
か
つ
侍
統
的
な
も
の
に
属
す
る
こ
と
か
ら
推
せ

ば
、
資
費
か
ら
支
出
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の

不
足
分
は
特
別
費
|

|
供
調
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
た
に
ち
が
い
な

、v

(
お
)
中
村
氏
は
、
官
秩
が
現
質
に
機
能
し
た
か
ど
う
か
を
疑
い
、
「
秩
石

迎
迭
」
と
ま
と
め
て
迭
故
迎
新
銭
の
こ
と
と
す
る
。
し
か
し
、
秩
石
と

迎
迭
と
は
別
の
も
の
と
考
え
ら
れ
、
そ
う
す
る
と
秩
石
に
相
賞
す
る
も

の
は
官
秩
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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(
勾
〉
『
南
璃
門
書
』
巻
三
武
-
帝
紀
、氷
明
元
年
正
月
の
脇
陣
。
こ
の
記
事
に
つ
い

て
は
、
拙
稿
「
北
貌
・
孝
文
帯
の
官
制
霊
皐
と
南
朝
の
官
制
」
(
弘
前

大
皐
人
文
皐
部
人
文
皐
科
特
定
研
究
報
告
書
『
文
化
に
お
け
る
「
北
」
』

一
九
八
九
〉
一

O
六
頁
註
(
ロ
〉
を
参
照
。

〈
鈎
)

『貌
志
』
巻
二
五
楊
阜
停
、
『
漢
書
』

各
四
八
買
誼
俸
。

(
幻
)
唐
長
濡
註
(
幻
〉
所
掲
論
文
九
九
J
一
O
O頁
。

(
詑
)
「
蓋
停
|
|
南
朝
の
財
政
機
構
|
|
」
ハ
『中
園
史
研
究
』
八
、
一
九

八
四
〉
。

(
お
〉
『
貌
士
山
』
巻
六
案
術
停
註
所
引
『
奥
書
』
に
、

術
紙
飛
雷
薄
等
所
拒
、
留
佳
三
日
、
士
衆
紹
糧
、
乃
還
至
江
亭
、
去

罵
春
八
十
塁
。
問
廊
下
、
向
有
古
賀
屑
三
十
斜
。
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と
み
え
、
蔓
所
の
措
蛍
者
を
「
厨
下
」
と
よ
ん
で
い
る
。

(
川
む
伊
藤
敏
雄
「
正
始
の
政
獲
を
め
ぐ
っ
て
|
|
曹
爽
政
権
の
人
的
構
成

を
中
心
に
l
l
L
(
野
口
銭
郎
編
『
中
園
史
に
お
け
る
飢
の
構
図
』
一

九
八
六
)
。

(
お
〉
菊
池
英
夫
註
(
幻
)
所
掲
論
文
。

(
部
)
「
中
圏
中
世
に
お
け
る
「
公
』
l
|
数
圏
・
名
皇
家
支
配
・
園
家

l
l
l
」
(
『
月
刊
百
科
』
一
九
八
二
|
一

O
)
お
よ
び
「
六
朝
名
笠
宮
家
社

舎
の
理
念
的
構
造
」
(
『
中
圏
中
世
の
探
究
』
一
九
八
七
所
牧
〉
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
昭
和
六
十
三
年
度
文
部
省
科
皐
研
究
費
・
奨
励
研
究

(
A
)

「
六
朝
財
政
機
構
の
構
造
と
努
遼
」
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
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HOUSE GUARDS 帳下OF THE SIX DYNASTIES

　　　　　　　　　　

Kawai Yasushi

　　

During the　Six　Dynasties　period, District　Governors　monopolised

local politics.　This they did by concurrently holding the position of

Governor in both the Military Government structure (junfu軍府）ａｎｄ

the Civilian Government structure (zhoujun州郡). From the end of the

Western Han through to the Wei jin 魏晋, the body guard units assigned

to protect the District Governors were called the“House Guards”(zhang

χia帳下）.

　

The leaders of these units were called“House Guard Comm-

anders”(zhangxia-du帳下督）.

　

These House Guards belonged not to the

civilian government but to the military government｡

　　

However, during and after the Eastern Jin period, the function of

the House　Guard began to change and took on more the meaning of ａ

service unit, providing food, etc. In the Eastern Jin, ｅχamples of the

House Guard being used as body guards could stillbe seen.　However in

the Southern Dynasties they had completely lost their military character

and

　

had

　

become

　

purely

　

service

　

units.

　

Accompanying this　change　in

function, was the birth of various terms such as suishen 隨身, zhihe直

閤, fanghe防閤etc, all 0f which had the implied meaning of body guard.

On the other hand, during the Wei jin period, when the House Guards

had not yet become service units, the service units of the military orga･

nizations were called chu 厨｡

　　

The House　Guards as service units, in the military structure, are

thought to have had the functions of procuring natural products from

the surrounding mountains and valleys and to make ａ profitselling these.

Also, in the Southern Dynasties, the House Guards played ａ centralrole

in the management of special funds which were under the control 0f the

District Governors.

４－


